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Practical Learning about Traditional Regional Culture: 







































































































































































































































































































































 (1) 美術文化を実感的にとらえる機会とする。 
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 (1) 鬼瓦の実物を鑑賞する。 
 (2) 自分を守る鬼瓦について想像する。 











   
  






























































































































































































いる。（E.D. Hirsch, Jr., and John Holdren, What 
your kinndergartner Needs to Know, Bantam Books, 
1996, pp.213-241.）当資料では鑑賞の活動のポイント
と共に次の作品が紹介されている。幼児・児童期の子
ども達はまずは「立て長い」「でこぼこ（凹凸）」「くる
くる巻き」等、「形」から見入り、「色」へとつながっ
ていく見方をする傾向があると紹介されている。 
(11) 熊本城の損壊した鯱鉾は代々鬼瓦の職人（鬼師）であ
る藤本康祐氏によって修復が行われた。鬼瓦の説明は
藤本氏へのインタビュー内容を基に掲載している。 
(12) 授業前と授業後に感想文やワークシートに記入されて
いたキーワードを抽出し、テキストマイニングを行っ
た。授業前より授業後が日本の文化財に関するキーワ
ードが38ワードから116ワードに増えており、興味関心
や意識が高まっていることも見て取れる。 
(13) 次の実践報告を基に述べている。犬童昭久，「何故、美
術教育は大切か？」，『けやき坂通信Vol.29』，犬童昭久，
九州ルーテル学院大学，2018． 
 
 
